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頭の体操 ! ! クロスワード ! !
編集後記P20

P8➡P9 令和７年度 役員視察研修報告

農協法公布記念日にあたっての
　組合員・役職員の皆さんへのメッセージP10

１日農業バイトアプリ
　「daywork（デイワーク）」
　利用方法について

P11➡P13

2025冬のよりぞう貯金
　キャンペーンのご案内P15

ワンポイントアドバイス
　 脂肪酸組成と

BHBデータの活用
P16➡P17

·表紙　 デントコーン収穫

10
月
11
日（
土
）、
日
頃
の
Ｊ
Ａ
利
用
へ
の

感
謝
と
地
域
住
民
の
方
々
と
の
交
流
、
親

睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
農
業
感

謝
祭
を
Ｊ
Ａ
本
所
前
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
野
菜
詰
め
放
題
や
、
よ
つ

葉
乳
製
品
セ
ッ
ト
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な

す
牛
等
の
還
元
販
売
を
行
っ
て
い
る
農
業

感
謝
祭
で
す
が
、
今
年
も
開
場
前
か
ら
長

蛇
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し
た
。

　

乳
製
品
販
売
は
、
バ
タ
ー
や
ヨ
ー
グ
ル
ト

等
の
よ
つ
葉
乳
製
品
の
詰
め
合
わ
せ
２
，

５
０
０
円
相
当
分
を
１
，５
０
０
円
で
大
特
価

還
元
販
売
（
先
着
１
，０
０
０
セ
ッ
ト
限
定
）

し
、
さ
ら
に
購
入
い
た
だ
い
た
方
に
は
お
た
の

し
み
抽
選
会
の
抽
選
券
を
配
布
致
し
ま
し
た
。
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オープニング餅まき

野菜詰め放題

乳製品還元販売

日（
土
）、
日
頃
の
Ｊ
Ａ
利
用
へ
の

日（
土
）、
日
頃
の
Ｊ
Ａ
利
用
へ
の

日（
土
）、
日
頃
の
Ｊ
Ａ
利
用
へ
の

日（
土
）、
日
頃
の
Ｊ
Ａ
利
用
へ
の

５
０
０
円
相
当
分
を
１
，５
０
０
円
で
大
特
価

オホー
ツクは

まなす
牛販売

青年部

オホーツクはまなす牛サンド
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P14 農業・畜産業における
　労務管理及び
　労働災害防止説明会の
　ご案内

P18➡P19

211月の運勢11月の運勢11月の運勢
モナ・カサンドラ

【全体運】�スタートは多少もたつきますが徐々にスピードアップ。自然のリズムを大切に。
大きな買い物は慎重に下調べを

【健康運】しっかり準備運動すればハードなスポーツもOK
【幸運の食べ物】シュンギク

読者の声



JAオホーツクはまなす
　農業感謝祭 2025P2➡P3

青年部
　上渚滑小学校収穫祭に
　牛乳・乳製品を提供
青年部  勉強会

P7

P6 夏季インターンシップ開催
JAカレッジ

令和 8 年度入学生第2回募集

P4 紋別・上渚滑地区
　組合員親睦パークゴルフ大会
　開催
全道優績LA顕彰式
　笠嶋LAが表彰されました

P5 秋の農作業

　

地
元
産
乳
用
肥
育
牛
で
あ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
は

ま
な
す
牛
は
ロ
ー
ス
ス
テ
ー
キ
等
を
８
０
０

パ
ッ
ク
限
定
で
格
安
販
売
、青
年
部
に
よ
る「
は

ま
な
す
牛
サ
ン
ド
」、
女
性
部
に
よ
る
「
は
ま

な
す
牛
牛
汁
」
も
販
売
致
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
玉
ね
ぎ
・
じ
ゃ
が
い
も
の
野
菜
詰
め

放
題
、
野
菜
・
加
工
品
な
ど
の
地
元
産
品
販
売

を
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ミ
ニ
縁
日
や
ト
ラ
ク

タ
ー
試
乗
、牧
草
ロ
ー
ル
フ
リ
ー
ア
ー
ト
な
ど
、

子
供
た
ち
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

農
業
感
謝
祭
を
通
じ
地
域
住
民
の
方
々
に
よ

り
一
層
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
良

い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

地
域
・
農
業
の
発
展
に
向
け
て
役
職
員
一
同
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

女性部

オホーツクはまなす牛 牛汁

おたの
しみ抽

選会

地元産
品販売

（野菜
・加工

品など
）

トラクター試乗

牧草ロールフ
リーアート

ミニ縁
日

3
【全体運】�勢い余ってのミスに気を付けて。結論を急ぎたいときほど丁寧に検討を。うまい話は特によく調べま

しょう
【健康運】痛みのケアにはつぼ押しやマッサージが有効
【幸運の食べ物】セロリ



全
道
優
績
Ｌ
Ａ
顕
彰
式

全
道
優
績
Ｌ
Ａ
顕
彰
式

　

笠
嶋
Ｌ
Ａ
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

８
月
30
日（
土
）
上
渚
滑
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
、
本
年
度
は
紋
別
・
上
渚
滑
の
２
地
区
合
同
で
開
催
致
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
早
朝
に
小
雨
が
降
り
ま
し
た
が
競
技
開
始
前
に
は
晴
天
と
な
り
無
事
に
競
技
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
組
合
員
家
族
、
外
国
人
実
習
生
、
来
賓
、
役
職
員
、
関
係
者
を
含
め
総
勢
52
名
に
参
加
い
た
だ
き
、

プ
レ
ー
中
に
は
沢
山
の
歓
声
や
笑
い
声
が
広
が
り
皆
さ
ん
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
は
上
渚
滑
消
流
施
設
に
て
焼

き
台
を
囲
み
、
懇
親
会
・
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た
。
最
後
に
は
抽
選
会
や
子
供
の
じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
が
開
催
さ
れ
大
変
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
懇
親
会
に
は
総
勢
１
０
３
名
が

集
ま
り
、
非
常
に
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
準
備
等
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
職
員
の
皆
様
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。

競
技
結
果
は
下
記
の
通
り
で
す
。

●
男
性
の
部

　

優　

勝　

岩
田　

利
夫

準
優
勝　

北
出
十
七
八

３　

位　

高
橋　

広
幸

●
女
性
の
部

　

優　

勝　

井
上　

牧
子

準
優
勝　

富
永
富
美
子

３　

位　

高
橋　

京
子

　

令
和
７
年
10
月
７
日（
火
）
共
済
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
全
道

Ｌ
Ａ
・
ス
マ
サ
ポ
大
会
が
開
催
さ
れ
当
Ｊ
Ａ
の
笠
嶋
Ｌ
Ａ
が
全
道
優
績
Ｌ
Ａ

顕
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

笠
嶋
Ｌ
Ａ
は
人
事
異
動
１
年
目
な
が
ら
顧
客
の
ハ
ー
ト
を
鷲
掴
み
に
す
る

最
強
の
ス
マ
イ
ル
と
野
球
で
鍛
え
た
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
対
応
に
よ
り
数
多
く
の
契
約
を
積
み
重
ね
全
国
表
彰
に
引
き
続
き

全
道
新
人
Ｌ
Ａ
の
部
で
第
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
全
道
各
地
か
ら
32
名
の
受
賞
者
を
含
め
た
多
く
の
共
済
担
当
者

が
集
ま
り
、
日
頃
の
推
進
活
動
に
関
す
る
悩
み
を
分
か
ち
合
う
と
と
も
に
今

後
の
業
務
推
進
に
刺
激
を
与
え
あ
う
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
濃
密
な
時
間
を
共

有
で
き
ま
し
た
。

　

全
国
、
全
道
と
も
に
続
け

て
表
彰
を
受
け
る
こ
と
は
簡

単
な
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
笠
嶋
Ｌ
Ａ
に
は
も
う
一

度
あ
の
舞
台
に
立
て
る
よ
う

益
々
の
成
長
を
期
待
す
る
と

と
も
に
今
後
も
Ｊ
Ａ
共
済
で

は
組
合
員
・
利
用
者
の
信
頼

と
期
待
に
応
え
安
心
と
満
足

を
提
供
す
る
こ
と
で
皆
様
の

豊
か
な
生
活
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

紋
別
・
上
渚
滑
地
区

紋
別
・
上
渚
滑
地
区

 

組
合
員
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

組
合
員
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

! !! !

秋秋のの農作業農作業

4
【全体運】�イラッとすることが増えそう。思い通りにならなくてもいつものペースを崩さないように。平常心が成

功の鍵
【健康運】張り切り過ぎてダウンしないようペース配分を
【幸運の食べ物】小松菜



　

９
月
1919
日
か
ら
９
月

日
か
ら
９
月
2121
日
ま
で
の
間
、
薄
荷
の
蒸
留
作
業
が
行
わ
れ

日
ま
で
の
間
、
薄
荷
の
蒸
留
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
気
温
が
高
め
で
推
移
し
た
た
め
生
育
が
早
ま
り
、
例

年
よ
り
も
早
め
に
収
穫
を
開
始
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
良
質
な
粗
飼
料
の
確
保
に
向
け
て
、
９
月
上
旬
よ
り
各
地
区
で
デ
ン
ト

　

今
年
も
良
質
な
粗
飼
料
の
確
保
に
向
け
て
、
９
月
上
旬
よ
り
各
地
区
で
デ
ン
ト

コ
ー
ン
の
収
穫
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ン
の
収
穫
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
夏
場
の
高
温
に
よ
り
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
生
育
が
例
年
よ
り
早
め
に
進
み

　

今
年
は
、
夏
場
の
高
温
に
よ
り
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
生
育
が
例
年
よ
り
早
め
に
進
み

ま
し
た
が
、
降
雨
量
が
少
な
く
干
ば
つ
気
味
で
あ
っ
た
た
め
、
茎
が
細
く
丈
が
低
い

ま
し
た
が
、
降
雨
量
が
少
な
く
干
ば
つ
気
味
で
あ
っ
た
た
め
、
茎
が
細
く
丈
が
低
い

な
ど
の
生
育
不
良
に
見
舞
わ
れ
、
例
年
よ
り
も
収
量
が
低
下
し
た
圃
場
が
散
見
さ
れ

な
ど
の
生
育
不
良
に
見
舞
わ
れ
、
例
年
よ
り
も
収
量
が
低
下
し
た
圃
場
が
散
見
さ
れ

ま
し
た
。
一
方
で
、
一
部
の
圃
場
で
は
降
雨
の
有
無
や
、
土
壌
の
保
水
性
・
排
水
性
な
ど
の
土
壌

ま
し
た
。
一
方
で
、
一
部
の
圃
場
で
は
降
雨
の
有
無
や
、
土
壌
の
保
水
性
・
排
水
性
な
ど
の
土
壌

条
件
の
違
い
に
よ
り
、
同
じ
地
区
内
で
も
局
所
的
に
雨
が
降
っ
た
圃
場
で
は
む
し
ろ
生
育
が
良
か
っ

条
件
の
違
い
に
よ
り
、
同
じ
地
区
内
で
も
局
所
的
に
雨
が
降
っ
た
圃
場
で
は
む
し
ろ
生
育
が
良
か
っ

た
な
ど
、
生
育
や
収
量
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

た
な
ど
、
生
育
や
収
量
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

天
候
の
影
響
を
受
け
や
す
い
年
で
し
た
が
、
今
年
も
無
事
に
収
穫
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

天
候
の
影
響
を
受
け
や
す
い
年
で
し
た
が
、
今
年
も
無
事
に
収
穫
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

上渚滑地区

紋別地区

滝上地区

滝上地区

デント
コーン
収穫作業

紫蘇
蒸留作業

し　そ

薄荷
蒸留作業

はっか

　

９
月
19
日
か
ら
９
月
21
日
ま
で
の
間
、
薄
荷
の
蒸
留
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
気
温
が
高
め
で
推
移
し
た
た
め
生
育
が
早
ま
り
、
例

年
よ
り
も
早
め
に
収
穫
を
開
始
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
良
質
な
粗
飼
料
の
確
保
に
向
け
て
、
９
月
上
旬
よ
り
各
地
区
で
デ
ン
ト

コ
ー
ン
の
収
穫
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
夏
場
の
高
温
に
よ
り
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
生
育
が
例
年
よ
り
早
め
に
進
み

ま
し
た
が
、
降
雨
量
が
少
な
く
干
ば
つ
気
味
で
あ
っ
た
た
め
、
茎
が
細
く
丈
が
低
い

な
ど
の
生
育
不
良
に
見
舞
わ
れ
、
例
年
よ
り
も
収
量
が
低
下
し
た
圃
場
が
散
見
さ
れ

ま
し
た
。
一
方
で
、
一
部
の
圃
場
で
は
降
雨
の
有
無
や
、
土
壌
の
保
水
性
・
排
水
性
な
ど
の
土
壌

条
件
の
違
い
に
よ
り
、
同
じ
地
区
内
で
も
局
所
的
に
雨
が
降
っ
た
圃
場
で
は
む
し
ろ
生
育
が
良
か
っ

た
な
ど
、
生
育
や
収
量
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

天
候
の
影
響
を
受
け
や
す
い
年
で
し
た
が
、
今
年
も
無
事
に
収
穫
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

紫
蘇
の
蒸
留
作
業
が
９
月

　

紫
蘇
の
蒸
留
作
業
が
９
月
2424
日
か
ら

日
か
ら
1010
月月
1212
日
ま
で
行

日
ま
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
作
付
面
積
は
２
７
．８

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
作
付
面
積
は
２
７
．８
haha
で
、
収

で
、
収

穫
重
量
は
９
２
０
．３
㎏
、
反
収
３
．３
㎏
で
し
た
。

穫
重
量
は
９
２
０
．３
㎏
、
反
収
３
．３
㎏
で
し
た
。

秋秋のの農作業農作業

　

紫
蘇
の
蒸
留
作
業
が
９
月
24
日
か
ら
10
月
12
日
ま
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
作
付
面
積
は
２
７
．８
ha
で
、
収

穫
重
量
は
９
２
０
．３
㎏
、
反
収
３
．３
㎏
で
し
た
。

5
【全体運】�運勢は好調。大きな進展が期待できます。自分の意見をはっきり伝えましょう。意志を示すと開運につ

ながります
【健康運】ヨーグルトや納豆で腸活。野菜もたくさん食べて
【幸運の食べ物】ナガイモ



　

８
月
20
日（
水
）〜
22
日（
金
）
の
３
日
間
に
北
見
工
業
大
学
と
札
幌
学
院
大
学
か
ら
２
名

の
学
生
、
９
月
９
日（
火
）〜
11
日（
木
）
の
３
日
間
に
東
京
農
業
大
学
か
ら
１
名
の
学
生
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
夏
季
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

３
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、各
課
の
業
務
体
験
や
施
設
見
学
、職
員
と
の
交
流
を
通
じ
て
、

Ｊ
Ａ
の
幅
広
い
事
業
を
学
び
、
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

酪
農
畜
産
課
で
は
、
紋
別
市
場
で
の
セ
リ
見
学
や
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
の
検
体
採
取
体
験
、
営
農

支
援
課
で
は
、
計
画
概
要
書
作
成
業
務
に
つ
い
て
の
座
学
、
金
融
共
済
課
で
は
窓
口
で
の
接

客
体
験
と
Ｊ
Ａ
共
済
に
つ
い
て
の
座
学
や
保
障
設
計
体
験
、
企
画
管
理
課
で
は
、
経
理
事
務

体
験
な
ど
様
々
な
業
務
に
携
わ
り
、
そ
の
中
で
た
く
さ
ん
の
職
員
や
組
合
員
と
の
交
流
を
通

じ
て
、
当
Ｊ
Ａ
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
て
い
た

だ
け
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
農
協
の
様
々
な
事
業
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
楽
し
く
体
験
で
き
た
。」「
貴
重
な

業
務
を
体
験
で
き
た
。」「
実
際
の
業
務
を
通

じ
て
興
味
深
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。」
と

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
員

共
通
し
て
「
職
員
や
職
場

の
雰
囲
気
の
良
さ
」
を
感

じ
て
も
ら
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
き
っ
か
け
に
、

参
加
さ
れ
た
学
生
の
皆
さ

ん
が
将
来
、
私
た
ち
の
仲

間
と
し
て
共
に
働
け
る
日

が
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
す
。

夏
季
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
開
催

夏
季
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
開
催

6
【全体運】�一度ストップがかかっても再挑戦の機会に恵まれます。諦めずに続けることが大事。味方は意外と近く

にいます
【健康運】スポーツを楽しむ好機。新しい方法を試すのも吉
【幸運の食べ物】カレイ



　

令
和
７
年
10
月
20
日
（
月
）、
青
年
部
学
習
会

を
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
本
所
会
議
室
及

び
よ
つ
葉
乳
業
㈱
オ
ホ
ー
ツ
ク
北
見
工
場
に
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
習
会
は
午
前
中
に
㈱
西
興
部
グ
ラ

ス
フ
ィ
ー
ド
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
宿
野
部
猛
氏
を
講

師
に
招
き
、「
草
地
管
理
に
つ
い
て
」
講
義
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
は
よ
つ
葉
乳
業
㈱
オ

ホ
ー
ツ
ク
北
見
工
場
で
、
工
場
見
学
お
よ
び
概

要
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

草
地
管
理
に
つ
い
て
参
加
し
た
部
員
か
ら
は

自
農
場
で
抱
え
て
い
る
問
題
等
に
つ
い
て
の
質

問
が
さ
れ
、
問
題
の
解
決
・
改
善
に
向
け
た
ア

ド
バ
イ
ス
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

工
場
見
学
に
お
い
て
も
、
自
分
た
ち
で
生
産
し

た
生
乳
が
ど
の
よ
う
に
商
品
に
な
っ
て
い
く
の

か
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有
意

義
な
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
25
日（
木
）
に
上
渚
滑
小
学
校
収
穫
祭

が
開
催
さ
れ
、
青
年
部
か
ら
消
費
拡
大
運
動
の

一
環
と
し
て
牛
乳
・
乳
製
品
を
提
供
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
収
穫
祭
で
は
牛
乳
を
使
用
し

た
ハ
ン
バ
ー
グ
、
さ
つ
ま
い
も
プ
リ
ン
が
調
理

さ
れ
ま
し
た
。
牛
乳
を
使
用
し
た
料
理
を
児
童

は
「
美
味
し
い
！
」
と
大
好
評
で
し
た
。

　

今
後
も
青
年
部
で
は
地
元
産
業
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
消
費
拡
大
運
動
や
食

育
活
動
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

●●
青
年
部

上
渚
滑
小
学
校
収
穫
祭
に

上
渚
滑
小
学
校
収
穫
祭
に

 

牛
乳
・
乳
製
品
を
提
供

牛
乳
・
乳
製
品
を
提
供

青
年
部
　
勉
強
会

青
年
部
　
勉
強
会
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㎡
、
施
設
全
18
棟
（
牛
舎
10
棟
、
搾
乳
舎
１
棟
、
機
械

倉
庫
１
棟
、
敷
料
置
場
１
棟
、
管
理
・
研
修
・
宿
泊
棟

１
棟
、
液
肥
製
造
・
排
水
処
理
施
設
１
棟
）
が
建
設
さ

れ
、
計
画
で
は
飼
養
頭
数
約
２
，３
０
０
頭
（
経
産
牛

１
，３
０
０
頭
、
育
成
牛
１
，０
０
０
頭
）、
生
乳
生
産
量

１
３
，０
０
０
ト
ン
／
年
、
堆
肥
１
２
，０
０
０
ト
ン
／

年
、
液
肥
５
，０
０
０
ト
ン
／
年
（
最
大
２
０
，０
０
０

ト
ン
）
の
生
産
を
見
込
ん
で
お
り
、
堆
肥
・
液
肥
に
つ

い
て
は
放
射
能
の
除
染
等
で
低
下
し
た
地
力
回
復
や
土

壌
改
良
資
材
と
し
て
、
近
隣
の
畑
作
農
家
へ
の
販
売
も

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
設
備
面
で
は
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
フ
ル
活

用
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
型
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
（
40
Ｐ
）、
ふ
ん

尿
回
収
ロ
ボ
ッ
ト
や
セ
ン
サ
ー
を
活
用
し
た
牛
群
管
理

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
そ
の
他
の
作
業
に
お
い
て
も
ロ

ボ
ッ
ト
を
活
用
（
エ
サ
寄
せ
、
哺
乳
）
す
る
等
、
老
若

男
女
が
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
作
業
の
自
動
化
に
よ

る
効
率
的
で
充
実
し
た
作
業
環
境
の
整
備
が
図
ら
れ
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
敷
地
内
に
は
次
世
代
の
酪
農
業
の
担
い
手
を

育
成
す
る
た
め
の
研
修
施
設
を
有
し
て
お
り
、
新
規
就

農
希
望
者
や
学
生
酪
農
実
習
生
、
酪
農
後
継
者
の
長
期

的
な
研
修
・
実
習
が
可
能
と
な
る
他
、
隣
接
し
て
全
国

酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
酪
農
技
術
研
修
所
が
建
設

さ
れ
る
予
定
（
福
島
県
矢
吹
町
よ
り
移
転
）
と
な
っ
て

　

福
島
県
浪
江
町
は
、
福
島
県
沿
岸
通
り
の
北
部
に
位

置
す
る
海
・
山
・
川
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境

で
“
海
の
幸
”
や
“
大
堀
相
馬
焼
（
陶
磁
器
）”、“
な

み
え
焼
き
そ
ば
”
等
の
名
産
品
で
も
有
名
な
町
で
、
冬

は
積
雪
が
ほ
ぼ
無
く
、
夏
も
涼
し
く
過
ご
し
や
す
い
気

候
の
地
域
で
す
。

　

し
か
し
、
２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
“
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
”
に
よ
り
東
北
地
方
沿
岸
部
は

最
大
15
．５
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
と
さ
れ
る
大
津
波
に

襲
わ
れ
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
こ
と
は
皆
様
の
記
憶
に

も
新
し
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
回
訪
問
し
た
浪

江
町
も
大
津
波
に
よ
る
被
害
に
加
え
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
全
町
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
２
１
，０
０
０
人
余
の
町
民
は
故
郷
を
離
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
視
察
し
た
シ
ャ
イ
ン
コ
ー
ス
ト
株
式
会
社
の
設

立
経
緯
は
、
震
災
前
の
生
乳
出
荷
戸
数
62
戸
、
経
産
牛

頭
数
１
，３
１
７
頭
、
日
量
30
ト
ン
あ
っ
た
酪
農
生
産

基
盤
が
震
災
の
影
響
と
高
齢
化
・
後
継
者
問
題
に
よ
り

廃
業
し
て
い
く
酪
農
家
が
後
を
絶
た
な
い
危
機
的
状
況

だ
っ
た
と
こ
ろ
、
平
成
30
年
４
月
に
福
島
県
酪
農
業
協

同
組
合
が
「
復
興
牧
場
推
進
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

紆
余
曲
折
を
経
て
浪
江
町
に
お
い
て
大
規
模
酪
農
施
設

整
備
事
業
を
実
施
す
る
に
至
り
、
施
設
の
建
設
は
浪
江

　

10
月
13
日（
日
）
か
ら
10
月
17
日（
金
）
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
役
員
道
外
視
察
研
修
を
実
施
致
し
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
は
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
目
指
す
大
農
場
で
あ
る「
シ
ャ
イ
ン
コ
ー
ス
ト
㈱
」、

濡
れ
な
い
霧
の
牛
舎
冷
房
シ
ス
テ
ム
を
先
駆
け
て
導
入
し
た
栃
木
県
の
「
和
田
牧
場
」、
日
本
三
大
朝
市
で
の
一
つ
で

あ
る
「
陣
屋
前
朝
市
」、
農
産
物
・
園
芸
用
品
・
生
産
資
材
を
扱
う
「
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
金
沢
」
を
視
察
致
し
ま
し
た
。

町
が
事
業
主
体
と
な
り
運
営
を
福
島
県
酪
農
業
協
同
組

合
が
設
立
し
た
シ
ャ
イ
ン
コ
ー
ス
ト
株
式
会
社
が
担
う

こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
シ
ャ
イ
ン
コ
ー
ス
ト
の
社
名
由
来
と
し
て
は
、

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
ト
地
帯
に
そ
び
え
立
つ

牧
場
で
あ
り
、
未
来
に
渡
り
輝
く
存
在
で
在
り
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
込
め
て
名
付
け
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
畜
産
業
の
再
生
、
町
内
畑
作
農
家
と

の
耕
畜
連
携
に
よ
る
堆
肥
や
飼
料
作
物
を
相
互
に
供
給

す
る
循
環
型
農
業
の
構
築
、
被
災
農
地
の
地
力
回
復
、

生
産
性
向
上
に
よ
る
農
業
再
生
を
目
指
す
施
設
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
浪
江
町
に
新
規
就
農
す
る
人
材
の
育

成
や
、
大
学
や
企
業
と
の
連
携
促
進
に
よ
る
交
流
人
口

増
加
等
も
見
込
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

シ
ャ
イ
ン
コ
ー
ス
ト
株
式
会
社
の
運
営
は
、
福
島
県

酪
農
業
協
同
組
合
、
全
国
酪
農
業

協
同
組
合
連
合
会
、
被
災
酪
農
家

13
名
が
出
資
し
て
お
り
、
現
在
13
名

を
雇
用
。
令
和
８
年
度
に
は
約
40
名

の
雇
用
を
予
定
し
て
お
り
、
視
察
当

日
も
令
和
８
年
３
月
の
完
成
を
目
指

し
、
敷
地
造
成
・
建
築
工
事
・
液
肥

製
造
排
水
処
理
施
設
工
事
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
敷
地

面
積
約
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
敷

地
内
に
施
設
面
積
約
４
７
，０
０
０

お
り
、
こ
れ
ま
で
も
外
部
研
究
機
関
や
国
内
外
の
大
学

な
ど
と
様
々
な
実
証
試
験
や
研
究
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
は
シ
ャ
イ
ン
コ
ー
ス
ト
株
式
会
社
を
活
用

し
一
体
的
且
つ
効
果
的
な
活
動
に
よ
り
酪
農
業
発
展
へ

向
け
た
技
術
開
発
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

非
常
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
牧
場
で
最
新
鋭
設
備
も

数
多
く
整
備
さ
れ
て
お
り
、
驚
く
こ
と
が
多
々
あ
り
来

年
４
月
か
ら
の
本
格
稼
働
が
非
常
に
楽
し
み
な
大
規
模

農
場
で
す
。
今
後
、
こ
の
牧
場
が
中
心
と
な
り
浪
江
町

の
震
災
復
興
の
象
徴
と
し
て
地
元
を
支
え
、
酪
農
業
の

持
つ
幅
広
い
可
能
性
を
駆
使
し
国
内
酪
農
業
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

和
田
牧
場
は
、
経
産
牛
１
４
０
頭
、
育
成
牛
１
０
０

頭
を
飼
養
す
る
栃
木
県
を
代
表
す
る
酪
農
家
で
、
現
在

の
和
田　

泰
代
表
の
祖
父
が
四
国
か
ら
入
植
し
牧
場
を

始
め
、
父
の
代
か
ら
酪
農
専
業
と
な
り
泰
氏
が
和
田
牧

場
の
３
代
目
と
し
て
１
９
９
９
年
に
就
農
、
２
０
１
０

年
か
ら
父
よ
り
経
営
継
承
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
力
は
本
人
、
妻
、
父
、
パ
ー
ト
１
名
、
実
習
生

１
名
の
計
５
名
で
、
飼
養
形
態
は
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛

舎
（
１
２
０
床
）、
搾
乳
は
ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
（
パ

ラ
レ
ル
式
８
頭
ダ
ブ
ル
）
で
施
設
機
械
は
、
ほ
ぼ
全
自

動
化
（
Ｔ
Ｍ
Ｒ
調
整
・
給
餌
、
敷
料
散
布
、
哺
乳
作
業

　

等
）
さ
れ
、
作
業
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
牛
群

交
配
に
よ
る
品
種
改
良
と
自
給
飼
料
用
の
耕
作
地
の
拡

大
、
飼
養
頭
数
の
拡
大
等
多
く
の
改
革
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
る
農
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

和
田
代
表
の
教
訓
は
、『
牛
を
健
康
に
育
て
る
事
が

第
一
、牛
乳
を
得
る
の
は
そ
の
次
。
牛
が
う
ち
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
な
牧
場
を
目
指
す
』
で
あ
り
、
１
頭

毎
の
個
体
を
大
切
に
し
、
牛
群
管
理
能
力
を
高
め
る
と

と
も
に
牛
達
に
良
い
環
境
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
日
々
研

鑽
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度  

役
員
視
察
研
修
報
告

ロータリー搾乳施設の外観

最新鋭の除糞ロボット

福
島
県
浪
江
町

�

　
シ
ャ
イ
ン
コ
ー
ス
ト
株
式
会
社

栃
木
県
那
須
塩
原
市　
和
田
牧
場

8
【全体運】�おいしいものを食べて元気を回復。紅葉狩りやコンサートに行くのもお勧めです。少し遠くまで足を延

ばすのも◎
【健康運】友人とのおしゃべりでストレス発散。散歩も吉
【幸運の食べ物】干し大根



か
所
が
あ
り
、
今
回
は
陣
屋
前
朝
市
を
訪
問
い
た
し
ま

し
た
。

　

朝
市
の
歴
史
は
古
く
江
戸
時
代
に
ま
で
遡
り
、
高
山

別
院
の
境
内
で
桑
市
と
し
て
開
か
れ
て
い
た
の
が
起
源

と
さ
れ
、
長
い
歴
史
の
中
で
度
々
場
所
や
形
を
変
え
な

が
ら
１
９
５
０
年
（
昭
和
25
年
）
ご
ろ
か
ら
現
在
の
高

山
陣
屋
前
で
の
朝
市
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

朝
市
は
毎
朝
６
時
頃
か
ら
12
時
ま
で
開
か
れ
て
お

り
、
多
い
時
に
は
30
店
舗
以
上
の
店
舗
が
並
び
ま
す
。

主
に
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、自
家
製
の
野
菜・山
菜・

漬
け
物
・
米
・
花
・
果
物
・
餅
・
味
噌
・
手
作
り
民
芸

品
な
ど
が
豊
富
に
並
べ
ら
れ
、
季
節
ご
と
に
様
々
な
商

品
が
販
売
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
訪
問
当
日
も
多
く
の

市
民
や
観
光
客
で
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

お
店
の
中
か
ら
は「
よ
う
来
て
く
れ
ん
さ
っ
た
な
」、「
ま

た
来
て
く
れ
ん
さ
い

な
」
な
ど
素
朴
さ
と

情
緒
あ
ふ
れ
る
飛
騨

弁
が
飛
び
交
い
、
こ

の
場
所
で
し
か
味
わ

え
な
い
癒
し
と
お
も

て
な
し
の
風
情
を
感

じ
な
が
ら
の
地
元
の

方
と
の
触
れ
合
い
も

朝
市
の
楽
し
み
の
ひ

と
つ
な
の
か
と
感
じ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
“
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
金
沢
”
は
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
ラ
イ
ン
石

川
が
管
理
運
営
し
て
お
り
、
地
場
の
農
産
物
販
売
や
店

頭
精
米
な
ど
地
域
の
顧
客
に
密
着
し
た
「
産
直
の
店
」、

鉢
花
・
種
苗
・
園
芸
用
品
を
幅
広
く
取
り
揃
え
た
「
園

芸
の
店
」、
生
産
資
材
を
専
門
に
扱
う
「
農
家
の
店
」

の
３
つ
の
顔
を
持
つ
店
舗
で
あ
り
ま
す
。

あ
り
、
日
々
創
意
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
ま
し
た
。

　

近
年
、
全
国
的
に
夏
場
の
気
温
が
高
く
な
る
異
常
気

象
が
続
い
て
お
り
、
夏
は
涼
し
い
と
い
わ
れ
て
き
た
北

海
道
で
さ
え
例
外
で
は
な
く
、
夏
の
酷
暑
に
よ
っ
て
乳

量
低
下
や
繁
殖
停
滞
・
食
欲
不
振
等
の
被
害
が
散
見
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
北
海
道
の
気
候
に
合
わ
せ
た
暑
熱
対

策
は
実
施
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
今
後
に
つ
い
て
は
本

州
並
み
の
暑
熱
対
策
強
化
も
必
要
と
考
え
ま
す
の
で
、

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
当
地
域
で
も
活
か
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
和
田
氏
に
つ
い
て
は
10
月
25
日
、
26
日
に
北

海
道
で
開
催
さ
れ
る
『
第
16
回
全
国
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
』
へ
の
出
品
も
決
定
し
て
お
り
、
準
備
へ
向
け
大

変
お
忙
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
視
察
を
受

け
入
れ
頂
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

飛
騨
高
山
の
朝
市
は
、千
葉
県
勝
浦
市
の
勝
浦
朝
市
、

石
川
県
輪
島
市
の
輪
島
朝
市
と
並
ぶ
日
本
三
大
朝
市
に

数
え
ら
れ
、
高
山
市
を
代
表
す
る
名
所
の
一
つ
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
高
山
の
朝
市
は
、
宮
川
沿
い
の
宮
川
朝

市
（
飛
騨
高
山
宮
川
朝
市
協
同
組
合
）
と
陣
屋
前
広
場

で
行
わ
れ
る
陣
屋
前
朝
市
（
陣
屋
前
朝
市
組
合
）
の
２

　

今
回
、
和
田
牧
場
を
視
察
し
た
目
的
は
、“
濡
れ
な

い
霧
の
牛
舎
冷
房
シ
ス
テ
ム
”
を
先
駆
け
て
導
入
し
て

い
た
た
め
、
そ
の
導
入
効
果
や
性
能
に
つ
い
て
直
接
話

を
伺
い
今
後
の
暑
熱
対
策
の
参
考
と
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

和
田
牧
場
が
導
入
し
た
製
品
に
つ
い
て
は
、
株
式

会
社
い
け
う
ち
（
本
社
：
大
阪
府
）
が
販
売
し
て
い
る

“CoolPescon

”
と
い
う
製
品
で
、
霧
質
が
と
て
も
細

か
く
繊
細
で
あ
り
、
畜
体
・
敷
料
・
飼
料
を
濡
ら
す
こ

と
が
全
く
な
い
の
が
特
徴
と
の
こ
と
で
し
た
。
本
製
品

導
入
と
併
せ
て
イ
ン
バ
ー
タ
ー
制
御
で
き
る
フ
ァ
ン
も

取
り
付
け
気
温
が
26
度
以
上
を
感
知
す
る
と
稼
働
し
、

湿
度
が
70
％
以
上
を
感
知
す
る
と
自
動
的
に
停
止
す
る

よ
う
に
設
定
し
て
お
り
、
導
入
以
前
と
比
較
し
て
夏
場

の
餌
の
食
い
込
み
も
良
く
な
り
、
経
産
牛
１
頭
当
た
り

の
年
間
乳
量
は
５
０
０
㎏
程
増
加
し
乳
房
炎
の
発
生
も

減
少
す
る
等
、
牛
の
安
楽
性
と
同
時
に
経
済
的
な
効
果

も
得
る
こ
と
が
で
き
、
発
情
発
見
や
周
産
期
の
事
故
も

少
な
く
な
る
な
ど
、
当
初
の
目
的
と
し
て
い
た
暑
熱
対

策
に
十
分
な
力
を
発
揮
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
夏
場
の
ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
内
で
の
暑
熱

対
策
と
し
て
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購
入
し
た
商
品
で
自

作
の
ソ
ー
カ
ー
装
置
を
設
置
し
、
搾
乳
中
の
牛
へ
放
水

し
な
が
ら
体
温
を
下
げ
る
取
り
組
み
も
実
践
し
て
お

り
、
水
流
の
切
り
替
え
が
多
少
面
倒
（
搾
乳
中
は
放
水

し
搾
乳
後
に
止
め
る
）
で
は
あ
る
が
暑
熱
対
策
効
果
も

　
一
つ
目
の
顔
、「
産
直
の
店
」
と
し
て
は
、
こ
だ
わ
り

の
産
直
品
を
新
鮮
な
ま
ま
「
地
産
地
消
」、「
旬
産
旬
消
」

を
理
念
と
し
、
豊
饒
の
地
“
金
沢
平
野
”
が
育
ん
だ
野

菜
や
畜
産
物
、
雄
大
な
日
本
海
で
と
れ
た
魚
介
類
な
ど

生
産
者
の
皆
さ
ん
が
自
ら
の
足
で
運
び
入
れ
た
も
の
を
新

鮮
な
状
態
で
提
供
し
て
お
り
、
四
季
折
々
の
安
心
安
全

な
地
元
食
材
を
毎
日
用
意
す
る
だ
け
で
な
く
、
食
材
の

説
明
や
調
理
方
法
な
ど
も
店
内
ポ
ッ
プ
な
ど
で
提
案
す

る
な
ど
販
売
を
工
夫
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
り
ま
す
。

　

二
つ
目
の
顔
、「
園
芸
の
店
」
で
は
暮
ら
し
に
豊
か
さ

を
添
え
る
色
と
り
ど
り
の
花
卉
や
、
安
心
と
安
ら
ぎ
を

感
じ
さ
せ
る
観
葉
植
物
な
ど
を
多
種
多
様
に
取
り
揃
え

て
お
り
、
お
客
様
に
育
て
る
楽
し
さ
、
咲
き
誇
る
花
を

愛
で
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
生
花
だ
け
で

は
な
く
種
子
や
苗
木
も
様
々
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
の
顔
、「
農
家
の
店
」
で
は
、
手
袋
・
ス
コ
ッ

プ
か
ら
肥
料
、
草
刈
り
機
ま
で
様
々
な
農
業
用
品
を

取
り
揃
え
て
お
り
、
趣
味
の
園
芸
か
ら
プ
ロ
の
生
産
ま

で
幅
広
く
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
、
必
要
に
な
っ
た
と

き
に
必
要
な
も
の
が
す
ぐ
に
手
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
住
民
か
ら
様
々
な
利
用
場
面
に
応
え
ら
れ
る

店
舗
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
し
た
際
に
は
数
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
っ
て
お

り
活
気
に
満
ち
溢
れ
る
店
内
と
、
品
揃
え
豊
富
な
商
品

陳
列
に
目
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
と
と
も
に
、
産
直
の
強

み
を
生
か
し

た
新
鮮
さ
と

価
格
の
安
さ

に
よ
っ
て
地

域
の
人
気
店

と
な
る
の
は

当
然
だ
と
納

得
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

ドライミスト稼働の様子

インバーター制御の機械類の説明

パーラー室の自作のソーカーシステム装置

店舗の入口風景

岐
阜
県
高
山
市　
陣
屋
前
朝
市

石
川
県
金
沢
市　
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
金
沢
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昨
年
、
農
政
の
憲
法
と
も
言
わ
れ
る
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
国
民
一
人
一

人
の
食
料
安
全
保
障
の
確
保
と
環
境
と
調
和
の
と

れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
が
基
本
理
念
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
、
世
界
的
な
食
料
需
給
の
不
安
定
化
に
よ

る
輸
入
リ
ス
ク
の
増
大
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
な

ど
、
日
本
の
農
政
は
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
改
正
基
本
法
に
基

づ
く
農
業
構
造
転
換
対
策
の
予
算
確
保
、
食
料
安

全
保
障
の
強
化
、
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確

立
に
向
け
て
、
組
合
員
の
声
を
国
政
に
届
け
る
活

動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

国
連
は
、
持
続
可
能
な
生
産
と
消
費
、
食
料
安

全
保
障
、
気
候
変
動
対
策
、
地
域
の
人
々
へ
の
医

療
・
福
祉
、
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事

の
創
出
、
す
べ
て
の
人
が
参
加
で
き
る
社
会
づ
く

　

昭
和
22
年
11
月
19
日
に
農
業
協
同
組
合
法
が
公

布
さ
れ
て
か
ら
78
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、
農
業
者
の
協

同
組
織
を
通
じ
て
農
業
生
産
力
の
向
上
と
農
業
者

の
地
位
向
上
を
図
り
、
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た
こ
の
法
律
に
よ

り
、
農
業
協
同
組
合
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

農
業
協
同
組
合
は
「
農
業
者
に
よ
る
農
業
者
の

た
め
の
組
織
」
と
し
て
、
自
主
・
自
立
、
民
主
的

運
営
を
基
本
に
、
相
互
扶
助
の
精
神
の
も
と
、
組

合
員
の
営
農
と
生
活
の
安
定
、
地
域
社
会
の
発
展

に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
現
在
、
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
気
候
変
動

に
よ
る
猛
暑
や
豪
雨
、
円
安
に
よ
る
資
材
高
騰
、

国
際
的
な
食
料
需
給
の
不
安
定
化
な
ど
が
農
業
経

営
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
貢
献
し
て
い
る
協
同
組
合

を
評
価
し
、
そ
の
認
知
の
向
上
と
協
同
組
合
の
振

興
の
た
め
に
、
２
０
２
５
年
を
国
際
協
同
組
合
年

に
定
め
ま
し
た
。

　

こ
の
国
際
協
同
組
合
年
を
契
機
に
、
協
同
組
合

の
力
を
再
認
識
し
、
地
域
課
題
の
解
決
と
安
心
で

豊
か
な
未
来
の
創
造
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道

は
、
組
合
員
と
の
対
話
活
動
を
一
層
強
化
し
、
協

同
組
合
の
理
念
と
精
神
を
組
織
結
集
力
に
つ
な

げ
、
今
後
と
も
組
合
員
の
皆
様
が
夢
と
希
望
を

持
っ
て
営
農
と
生
活
が
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
、
地
域
農
業
と
Ｊ
Ａ
の
発
展
に
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
農
協
法

公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
致
し

ま
す
。

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の

組
合
員
・
役
職
員
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会
　
代
表
理
事
会
長

樽
　
井
　
　
　
功

10
【全体運】�思うようにならない事態に変化が訪れます。主導権を握れますが反動もあります。マイナス面も覚悟し

てGO！
【健康運】目の疲れを甘く見ないで。頭痛、歯痛は早めに対処を
【幸運の食べ物】ナメコ



１日農業１日農業バイトアプリバイトアプリ「「dayworkdaywork」」利用方法について利用方法について
デイ ワ ー ク

11
【全体運】�運勢は順調。困っていたことが動き始めます。若い人の意見は聞いてみる価値ありです。斬新な発想が

前進の秘訣（ひけつ）
【健康運】足湯や入浴で血行を促進。爪のケアも丁寧に
【幸運の食べ物】西洋梨



12
【全体運】�壁を感じやすいときです。ただ、その壁は越えるためにあります。一度立ち止まって状況を精査し再考

しましょう
【健康運】血液がサラサラになる食材をたくさん食べると◎
【幸運の食べ物】カツオ



13
【全体運】�運勢は好調。追い風に恵まれ多くのことはなんとかなります。強気でいきましょう。下旬からは慎重に

ペース調整を
【健康運】カルシウムをしっかり取って。筋力トレーニングが吉
【幸運の食べ物】ネギ



● ラスト放牧、気持ちよかったな♡ ペンネーム：くまてぃ

広報誌では、皆様からの
ご意見・ご感想を募集しております。

応募用紙の下記にあります、「ご意見・ご感想をお聞かせ下さい」欄
に是非広報誌へのメッセージや日々のつぶやきなどをご投稿下さい。
たくさんの投稿をお待ちしております。
 ●営農販売部 営農支援一課　FAX：0158（23）7186

14



15



足
が
疑
わ
れ
ま
す
。

②
プ
レ
フ
ォ
ー
ム
脂
肪
酸

　

炭
素
数
18
以
上
の
脂
肪
酸
を
プ
レ

フ
ォ
ー
ム
脂
肪
酸
と
呼
び
、
乳
腺
細
胞
で

は
合
成
さ
れ
ず
、
エ
サ
に
含
ま
れ
る
脂
肪

や
乳
牛
自
身
に
蓄
え
ら
れ
て
い
る
体
脂
肪

が
由
来
で
す
。

　

コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
や
放
牧
草
に
多
く

含
ま
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
多
給
や
、
エ

サ
中
の
脂
肪
濃
度
が
高
い
場
合
、
比
率
が

高
ま
り
ま
す
。

　

そ
う
で
は
な
い
状
況
で
比
率
が
高
い
場

合
、
牛
が
体
脂
肪
を
動
員
し
て
乳
生
産
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｂ
Ｈ
Ｂ
に
つ
い
て

　

Ｂ
Ｈ
Ｂ
は
ケ
ト
ン
体
の
ひ
と
つ
で
、
ケ

ト
ン
体
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
を
補
お
う
と

体
脂
肪
が
分
解
さ
れ
た
際
、
肝
臓
で
作
ら

れ
る
代
謝
産
物
で
す
。
過
剰
に
蓄
積
さ
れ

る
と
、
ケ
ト
ー
シ
ス
を
発
症
し
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
Ｂ
Ｈ
Ｂ
が
高
い
場
合
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
や
潜
在
性
の
ケ
ト
ー
シ

ス
が
疑
わ
れ
ま
す
。

　

以
上
の
説
明
を
表
１
に
ま
と
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
指
標
値
も
示
し
ま
し
た
。

　
「
脂
肪
酸
組
成
（
デ
ノ
ボ
脂
肪
酸
や
プ

レ
フ
ォ
ー
ム
脂
肪
酸
）」
と
「
β
―

ヒ
ド

ロ
キ
シ
酪
酸
（
Ｂ
Ｈ
Ｂ
）」
の
数
値
が
、

数
年
前
か
ら
乳
検
の
検
定
日
成
績
速
報
や

旬
報
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
は
、
牛
の
健
康
状
態
を
把
握
で

き
、
飼
養
管
理
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
２
つ
の
デ
ー
タ
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

脂
肪
酸
組
成
に
つ
い
て

　

乳
脂
肪
の
ほ
と
ん
ど
は
中
性
脂
肪
で
、

そ
の
主
な
構
成
要
素
が
脂
肪
酸
で
す
。
つ

ま
り
、
脂
肪
酸
組
成
は
、
乳
脂
肪
の
質
そ

の
も
の
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

脂
肪
酸
は
炭
素
が
い
く
つ
も
連
結
し
た

構
造
を
し
て
お
り
、
そ
の
連
結
数
で
分
類

さ
れ
ま
す
。

①
デ
ノ
ボ
脂
肪
酸

　

炭
素
数
４
～
14
の
脂
肪
酸
を
デ
ノ
ボ
脂

肪
酸
と
呼
び
、
ル
ー
メ
ン
で
微
生
物
に

よ
っ
て
分
解
さ
れ
た
繊
維
由
来
の
酢
酸
や

酪
酸
を
原
料
に
乳
腺
で
合
成
さ
れ
ま
す
。

　

比
率
が
高
け
れ
ば
、
微
生
物
が
活
発
な

証
拠
で
ル
ー
メ
ン
発
酵
が
良
好
な
状
態
と

言
え
ま
す
。
低
け
れ
ば
、
乾
物
摂
取
量
不

網走農業改良普及センター紋別支所　TEL　0158-24-2521

脂肪酸組成とBHBデータの活用

表１　�脂肪酸組成とBHBのまとめ（指標値は酪農検定検査協会より）�
※表中の泌乳初期は、分娩後60日以内を指す
項　目 内　容 指標値 高い場合 低い場合

デノボ
脂肪酸

繊維発酵由来の酢酸・酪酸
を酪酸を原料に乳腺で合成

泌乳初期22％以上
ルーメン発酵が良好 乾物摂取量不足

泌乳中期以降28％以上

プレフォーム
脂肪酸

乳腺で合成されず、エサや
体脂肪由来

泌乳初期50％以下 エサに18脂肪酸が多い、
または体脂肪動員 通常は低め

泌乳中期以降40％以下

BHB 体脂肪分解時に肝臓で生成、
乳中に反映 0.13mmol/L以下 潜在性ケトーシス

（エネルギー不足）
エネルギー状態
が良好
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性
が
高
い

　

低
デ
ノ
ボ
・
高
プ
レ
フ
ォ
ー
ム
に
加
え

て
高
Ｂ
Ｈ
Ｂ
の
と
き
、
過
度
な
負
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
だ
と
判
断
で
き
ま
す
。

　

そ
の
主
な
要
因
と
し
て
、
分
娩
後
の
乾

物
摂
取
量
の
低
下
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は
乾
乳
期
の
飼
養
管
理
に
起
因
し
て

い
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。

乾
乳
期
管
理
の
要
点

　

分
娩
後
の
乾
物
摂
取
量
を
高
め
る
に

は
、
乾
乳
期
間
中
、
次
の
こ
と
が
重
要
で

す
。

①
過
肥
に
さ
せ
な
い

　

分
娩
時
の
目
標
Ｂ
Ｃ
Ｓ
は
、
３
．25
～

３
．50
程
度
で
、
３
．75
以
上
は
太
り
す
ぎ

で
す
（
写
真
１
）。

　

乾
乳
期
に
入
る
前
に
Ｂ
Ｃ
Ｓ
を
整
え
、

デ
ー
タ
の
活
用

　

脂
肪
酸
組
成
は
乳
期
を
通
じ
て
指
標
値

の
範
囲
に
収
ま
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
特

に
分
娩
後
の
泌
乳
初
期
は
、
そ
の
後
の
乳

量
や
繁
殖
成
績
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

図
１
は
、
あ
る
牛
群
の
分
娩
後
日
数
と

脂
肪
酸
割
合
の
散
布
図
で
、
乳
期
の
変
動

を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

泌
乳
初
期
に
低
デ
ノ
ボ
・
高
プ
レ

フ
ォ
ー
ム
が
見
ら
れ
る
場
合
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
不
足
に
よ
る
体
脂
肪
の
過
剰
動
員
が

疑
わ
れ
ま
す
が
、
Ｂ
Ｈ
Ｂ
と
併
せ
て
評
価

す
る
こ
と
で
、
よ
り
正
確
な
原
因
を
特
定

で
き
ま
す
。

・�

低
Ｂ
Ｈ
Ｂ
：
飼
料
由
来
の
脂
肪
酸
が
多

く
、
代
謝
性
の
問
題
は
少
な
い

・�

高
Ｂ
Ｈ
Ｂ
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
よ

り
体
脂
肪
が
動
員
さ
れ
て
い
る
可
能

乾
乳
期
間
中
は
太
ら
せ
ず
痩
せ
さ
せ
ず
、

安
定
し
た
体
格
の
維
持
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

特
に
泌
乳
後
期
は
、
乳
量
の
減
少
に
伴

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
や

す
く
、
分
娩
間
隔
が
長
い
牛
群
で
は
、
過

肥
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
た
め
、
繁
殖
管
理

の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
乾
物
摂
取
量
を
低
下
さ
せ
な
い

　

牛
が
エ
サ
を
十
分
に
摂
取
し
て
い
れ

ば
、
お
腹
が
し
っ
か
り
と
張
り
ま
す
（
写

真
２
）。

　

こ
う
し
た
牛
が
少
な
い
場
合
、
要
因
は

様
々
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
確
認
す
べ
き
基

本
的
な
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
食
べ
ら
れ
る
状
態
の
エ
サ
が
な
い

　

単
に
飼
槽
に
エ
サ
が
存
在
し
な
い
だ
け

で
な
く
、
牛
の
口
に
届
か
な
い
位
置
に
あ

る
、
あ
る
い
は
劣
化
し
て
食
べ
ら
れ
な
い

状
態
で
あ
る
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

エ
サ
に
口
が
届
い
て
い
な
い
牛
は
、
首

を
伸
ば
し
て
ま
せ
ん
棒
な
ど
に
擦
れ
る
た

め
、
す
り
傷
が
で
き
ま
す
（
写
真
３
）。

こ
の
よ
う
な
牛
が
多
け
れ
ば
、
エ
サ
寄
せ

の
頻
度
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　

８
月
発
行
の
北
海
道
酪
農
検
定
検
査
協

会
の
広
報
誌
で
、
令
和
８
年
１
月
よ
り
検

定
成
績
表
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
が
告

知
さ
れ
ま
し
た
。
牛
群
の
ペ
ー
ジ
に
「
健

康
状
態
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
指
標
」
と

し
て
、
今
回
説
明
し
た
デ
ノ
ボ
脂
肪
酸
や

Ｂ
Ｈ
Ｂ
が
記
載
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
※
ま

だ
開
発
中
の
た
め
、
変
更
の
可
能
性
あ
り
。

　

本
稿
を
き
っ
か
け
に
、
検
定
成
績
表
の

活
用
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

図１　分娩後日数と脂肪酸割合
（赤枠内が指標値の範囲外）

写真１　仙骨靭帯・尾骨靭帯
が見えない牛は太り過ぎ

写真２　十分エサを食べた牛は
左腹部が丸く張る

写真３　首にすり傷のある牛
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締切日　令和７年11月30日（日）

いつも広報誌をご覧頂きありがとうございます。「頭の体操！クロスワードパズル」です。
応募人数が少なく当選確率は高いので、どしどしご応募下さい。
ご参加頂きました皆様の中から抽選で５名の方に素敵なプレゼントを
お送り致します。多数のチャレンジをお待ちしております。

二重マスの文字をA→ Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？
出題●ニコリ

広報誌に折込んである解答用紙に答えと氏名等をご記入頂き、解答用紙に記載してある番
号へＦＡＸ又は各支店窓口にて締切日までにご応募下さい。ご応募の際はアンケートのご
協力も合わせてお願い致します。 ※このコーナーは組合員様のみを対象としております。

プレゼントが当たるチャンスです！！どしどしご応募ください♪

応 募 方 法

ルール説明

頭の体操！クロスワード！！ vol.
74

 1  育つこと。七五三は子どもの――を
祝う行事です

 2  ――果敢に若武者が戦う
 3  江戸時代のタクシーです
 4  秋の山を彩ります
 6  「豚」の音読み。――カツ
 9  金属の輪を長くつないで作ります
 11  旅先の体験を書き綴ったもの
 13  平安貴族の乗り物。モーと鳴く動物
が引きます

 15  よく晴れた日の、夕日の色といえば
 17  佐渡島にはこの鳥の保護センターが
あります

 19  ギターに張ります

➡ヨコのカギ
 2  川辺や海岸で見られる冬鳥。東京都
民の鳥です

 5  熱海と並んで有名な、伊豆半島東部の
温泉地

 7  分別して出します
 8  雄弁は銀、――は金
 10  陶器よりも高い温度で焼きます
 12  耳の長い動物
 14  天高く――肥ゆる秋
 16  暦の上ではこの日から冬
 18  櫛（くし）の材料によいとされる木
 20  『源氏物語』の作者は紫――です
 21  SLとも呼ばれる蒸気――

⬇タテのカギ

今回のプレゼントは今回のプレゼントは今回のプレゼントは今回のプレゼントは

　今年も気づけば 11 月ですね。木々もすっかり赤くなり、外に出ると綺麗な紅葉の風景

を目にするようになりました。北海道は 10 月 19 日の夜頃から峠や山間部に雪が積もりま

したが、今年は寒くなるのがあっという間だった気がします。朝晩の冷え込みが強くなり、

体調を崩しやすく、風邪やインフルエンザも流行りやすい時期なので、厚着をしたり温か

い飲み物を飲んで、体を冷やさないようにして元気に過ごしましょう。

 営農支援一課　犬伏　

ななつぼしななつぼし 22kgkgななつぼしななつぼし 22kgkgななつぼしななつぼし 22kgkg

ＡＢＣＤＥ
ラッカセイ

前回の答え
日野　弥生（滝　上）　片岡　照光（滝　上）
古川　　涼　（西興部）

９月号当選者

※当選された方には職員が直接商品をお届け致します。
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